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鶏卵白アルブミンのトリプシン・キモトリプシン消化ペプチドの抗原性
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　目的　鶏卵白は、IgE抗体が関与する食物アレルギーの原因となる食物の中で主要なも

のの一つである。鶏卵白タンパク質の50%以上を占めるオボアルブミン（OVAと略）の

エピトープ構造を検索する目的で、トリプシン、キモトリプシン消化により得られる消化

ペプチドについてその抗原性を検討した。なお鶏卵白アルブミンおよびその消化ペプチド

の抗原性の検討を行うに際し、抗体として鶏卵白アルブミンアレルギー患者の血清IgEで

はなく鶏卵白アルブミンを免疫したウサギの血清IgGを用いて行った。これはクラススイ

ッチ理論により、抗原上のエピトープはIgG もIgEも差がないことによった。

　方法　OVAをTPCK－トリプシンあるいはTLCK－キモトリプシンで消化し（2% OVA. 0.2%

NaNa、OVA:TPCK－トリプシン= 10:1、OVA:TLCK-キモトリプシン= 100:1、O.IM蟻酸アンモニ

ウム緩衝液､pH8. 5またはpH8. 0、24時間、37 °C）、消化物の抗原活性をCoinpeti tive

Inhibition ELISA法で測定した。また消化ペプチドをトリシンSDA-PAGEで分離後、NC

膜にWestern Blottingし、各ペプチドの抗原性をELISA法で検出した。糖鎖の検出はピ

オチンーアピジン法によった。エピトープ構造の解析は、DABITC法によるＮ末端アミノ酸

分析と分子量測定から行った。

　結果（1）OVAのトリプシンまたはキモトリプシン消化物の抗原活性はそれぞれnative
OVAの約半分であった。（2）いずれの消化ペプチドも分子量１万以上のペプチドに抗原性

が認められ、一部のペプチドは糖鎖を含んでいた。(3）抗原性を示す消化ペプチドの一次
構造が推定できた。

2Ea－5 妊娠ラットにおけるツェイン投与の影響
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　目的　妊娠時のタンパク質栄養については、質、量ともに母子に大きな影響を及ぼすことが動物に関して報告されている。演者らは、妊娠時の植物性タンパク質栄養に関して

種々の動物実験を行ってきたが、本研究では、タンパク質源としてとうもろこしタンパク
質ッエインを用い、タンパク質レベル何％で妊娠維持、分娩が可能であるか、またツェイ

ンの制限アミノ酸であるリジンとドリフト､ファンを添加した場合、母子に及ぼす影響に改
善がみられるかを検討した。。

　方法　12週齢のWistar系ラットを無作為に11群に分け、妊娠全期間を通じてツェイッをタンパク質レベルで10％、20%含む食餌、並びに各々にリジンとトリプトファンを添加し
た食餌及び対照群として精製全卵タンパク質10%食を投与した。胎盤重量及び胎子、新生
子の体重、臓器重量を計測し、タンパク質と核酸量を定量した。また、ツェイン20%レペ

ルにおいては妊娠群と非妊娠群に分けて窒素出納を測定した。

　結果　ッエイン10%、20%レベルで妊娠維持と分娩が可能であったが、ツェイッ20％に制限アミノ酸を添加した群を除いて、妊娠期間を通じてほとんど体重増加がみられなかっ

た。母体及び胎子、出生子の体重、臓器重量はツェイン全ての群で対照群より有意に軽量
であった。消化率ではツェイン群は全て対照群より有意に低く、生物価は対照群では妊娠
後期に高い値を示すのに対してツェイン群ではその傾向がみられなかった。ツェイッ含量
を10％から20％に上げることによる量的な栄養効果の改善はみられず、制限アミノ酸添加

による質的改善は20%で顕著に認めら｡れたが、なお対照群には及ばなかった。
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